
 

 

 

令和８年５月２２日 

水の祭祀場を表した埴輪 八尾市指定文化財記念シンポジウム 

古墳時代の水の祭祀を考える―遺跡と埴輪からみえてくるもの― 

 

市指定文化財を記念してシンポジウムを開催します。今回は令和７年度に新たに八尾市指

定文化財となった「水の祭祀場を表した埴輪」を中心に、近畿地方各地の水の祭祀に関する

遺跡や埴輪と比較しながら、古墳時代の王が関係した水のマツリについて考えます。 

 

 水の祭祀場を表した埴輪は、平成 11 年度発掘調査

で心合
し お ん

寺
じ

山
やま

古墳から出土しました。家とまわりの塀が

一体的に作られていることが特徴で、全国でもこれ 1 

点しか見つかっていません。 

この埴輪と、実際に水を用いたマツリを行った遺構

を検討することで、埴輪がこの施設を忠実に再現した

ミニチュアであることがわかるとともに、マツリの内容や意義を推定することができます。 

 

 シンポジウムでは、大阪府だけでなく奈良県や京都府の調査担当者が登壇し、近年明らか

になった水の祭祀に関する遺跡や埴輪の事例報告を行います。また、立命館大学の長友教授

と大阪府立弥生文化博物館の禰冝田館長をコーディネーターに迎え、古墳時代において、王

が行う水を用いたマツリがどのような意義を持っていたかを報告者とともに考え、マツリの

変化や継承についても考察します。 

 

【シンポジウム概要】 

■日時 令和８年６月 20日（土）12時 45分～16時 45分（開場 12時 10分） 

■会場 八尾市文化会館プリズムホール 会議室１（八尾市光町 2-40）  

■内容 奈良県・京都府・大阪府で出土した、水に関する遺跡や埴輪についての事例報告と

「古墳時代の水の祭祀を考える」をテーマとしたパネルディスカッション 

■定員 90名（抽選） 
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【本件に関するお問い合わせ】 

八尾市 魅力創造部 観光・文化財課 住所：八尾市本町一丁目１番１号 
         電話：０７２－924－8555 
 

 


